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寺木秀一教授
寺本秀一
略歴・著作目録
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寺木秀一 略歴・著作目録
略歴
1949年 12月 16日生まれ (福島県)
<学歴>
1973年3月
1974年4月
1986年4月
1989年3月
く職歴>
1973年4月
1990年4月
1996年4月
1999年4月
2001年4月
2005年4月
2009年4月
2011年4月
2013年9月
新潟大学教育学部小学校教員養成課程卒業
東洋大学文学部教育学科 科目等履修生
上越教育大学大学院学校教育研究科 教科・領域専攻課程入学
上越教育大学大学院学校教育研究科 教科・領域専攻課程修了
東京都稲城市立稲城第三小学校教諭
多摩市立中諏訪小学校教頭
東京都教育委員会指導主事(八王子市教育委員会副主幹)
東京都教育委員会指導主事 (都立教育研究所)
東京都調布市立石原小学校校長
東京都調布市立布団小学校校長
東洋大学文学部教授 (2015年3月まで)
独立行政法人科学技術振興機構低炭素社会戦略センター
(特任研究員 2013年3月まで)
実践女子大学生活科学部非常勤講師(現在に至る)
<東洋大学における担当科目>
(学部授業)
教職論、教職概論、教職総合ゼミナール、初等教育実践研究B、初等教育実習、 教職実践演習
初等科理科、初等教科教育法(理科)、教育実習 (事前、事後指導を含む)
初等教科教育法 (生活)、教育学ゼミナール 1. I、教育学卒論ゼミナール
(大学院授業)
環境教育論特殊講義
理科教育研究演習
(学内における役職)
2011度、 2012年度教育学科初等教育専攻主任
<学会及び社会における役職>
(所属学会等)
日本エネルギ一環境教育学会(理事)、野外文化教育学会(理事)、 日本環境教育学会、日本理科教育学会、
日本科学教育学会、日本地学教育学会、 日本生活・総合学習教育学会、全国小中学校環境教育研究会(副
会長)、持続可能エネルギ一環境教育研究会 (副代表)
(学会等における活動)
2009年8月 第4回日本エネルギ一環境教育学会全国大会で研究発表
『小学校におけるエネルギ一環境教育としての 「緑のカーテンJj
2009年8月 第四回日本理科教育学会全国大会で研究発表
『尋常小泉理科書 「物の重さJの単元配列と 3学年新単元 「物と重さJ.l
2009年8月 第63回日本地学教育学会全国大会で研究発表「小学校学習指導要領の天文領域の指導
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と 「星のソムリエJ
2010年5月 日本環境教育学会 21回研究大会で研究発表「小学校における下水道分野の学習の推進1
2010年8月 日本エネルギ一環境教育学会 5回研究大会で研究発表
「小学校におけるエネルギ一環境教育としての生活排水・下水道1
2011年7月 日本環境教育学会 22回研究大会で発表
「学校教育における低炭素社会実現のシナリオ」
2010年8月 日本エネルギ一環境教育学会 6回研究大会で研究発表
「下水道分野におけるエネルギ一環境教育の実践J
2012年8月 日本エネルギ一環境教育学会で研究発表
「省エネナビを活用した環境教育の実践及び効果J(共同)
2012年8月 日本エネルギ一環境教育学会で研究発表
「地球の炭素循環を取り入れた低炭素教育の教材開発」
2012年8月 日本エネルギ一環境教育学会で研究発表 「福祉教育とエネルギ一環境教育J(共同)
2012年8月 日本エネルギ一環境教育学会で研究発表
1"見える化"手法を用いたエネルギ一環境教育の実践及び効果」
2012年8月 日本エネルギ一環境教育学会で研究発表 「地域で進めるエネルギーの実践」
2012年8月 日本環境教育学会で研究発表「小学校における低炭素教育の展開」
2013年6月 日本生活科・ 総合的学習教育学会で研究発表 「持続可能な社会の実現をめざす低炭素教
育J~小学校の各教科教育から総合的な学習の時間における実践の転移~J
2013年6月 日本エネルギ一環境教育学会で、研究発表「下水道」を取り入れたエネルギー教育の動向
~循環のみち下水道環境教育助成」校の実践から~
2013年7月 日本環境教育学会で研究発表 「明るく 豊かな低炭素社会の構築を目指した低炭素教育」
2014年8月 日本エネルギ一環境教育学会第9回全国大会で研究発表
「小学校理科におけるエネルギー教育の展開」
2014年8月 日本エネルギ一環境教育学会第9回全国大会で研究発表
「話し合い活動による省エネ行動の向上要因に関する予備的分析J(共同)
2014年9月 野外文化教育学会で研究発表 『野外文化としての「自然の観察J(昭和 16年刊).1
(社会的活動等)
各種審議会・委員会等の委員
2009年4月 生活排水対策のための環境教育教材普及に関する検討会 (環境省)委員長
2009年4月 下水道分野における環境教育の推進に閲する懇談会(国土交通省)委員
2009年4月 川を活かした体験型学習プログラムの開発に関する研究会委員(河川環境財団)
2010年4月 下水道の真の価値を国民各層に知ってもらう研究会(日本下水道協会、国土交通省)
2010年4月 民生部門における地球温暖化対策WG(日本生産性本部エネルギ一環境特別委員会)
2010年9月 チャレンジ 25学校チャレンジャー推進委員会委員長(特別協賛環境省)
2010年10月 全国小学生環境学習コンテスト審査委員長 (教育新聞社)
2013年4月 文京区立明化小学校学校評議委員長
公開講座・講演等の講師
2009年7月 Hands toHandson Mini Science for Children2009Korea Scienc巴Festival(韓国イ ルサン市)
2009年8月 科学の夏祭り 「サイエンス屋台J中央区立明正小学校科学実験教室
2009年10月 「多摩川の石から武蔵野のできかたを探ろう」むさしのサイエンスフェスタ
2009年12月 「宙博 (世界天文年 2009)サイエンスナビゲーター東京国際フォ ラー ム
2011年3月 チャレンジ 25学校チャレンジャー出前授業 二本松市安達太良小学校
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2011年6月 サイエンスボランティア移動科学ミュージアム 福島市三河台小学校・荒川小学校
2011年7月 子ども夢ワークショップ郡山市ふれあい科学館
2011年8月 エネルギ一体験教室 仙台市高森東児童館
2011年1月 サイエンスボランティア移動科学ミュージアム いわき市立四ツ倉小学校
2011年12月 サイエンスボランティア移動科学ミュージアム 南相馬市立八沢小学校
2011年12月 子どもゆめ基金助成事業体験の風をおこそう
「私達の水族館を作ろう」広島県江田島市大柿自然環境体験交流館
2013年8月 科学体験ミュージアム ・縄文土器のレプリカを作ろう
農と縄文の体験実習館 なじよもん新潟県津南町
NPO法人理事等
NPO法人エコテクみらい研究所(理事長)
NPO法人全国環境教育支援ネット(理事)
NPO法人こどもサイエンスラボトリ(理事)
NPO法人環境カウンセラー全国連合会(会員)
調布市科学センター(指導員)
ミニ ・エクストリアウムを創る会(共同主宰)
IPCCレポートコミュニケーター (環境省)
持続可能エネルギ一環境教育研究会 (副代表)
著作目録(著書)
(共著)
2009年 「ソーラーク ッキングでCO2ゼロJ編著 「小学校環境教育実践事例集J小学館
2010年 人の体のっくりと運動、生物と環境、月と太陽 『実験で実践する魅力ある理科教育Jオーム
社
2011年 川を活かした体験型学習プログラム 東京書籍
2013年 教職エッセンス学文社
著作目録(論文)
2009年 WI緑のカーテンjがESDとして成立するための要因についての考察』東洋大学文学部紀要教
育学科編
2009年 1ST (サイエンスティ ーチャー)として教員の科学リテラシーをそだて授業支援を行うJr楽
しい理科授業』明治図書
2009年 「移行期の年間指導計画づくりJr楽しい理科授業J明治図書
2009年 「小中学校における環境教育の現状と課題JW21世紀の緑を考える GREENAGEj財団法人
日本緑化センタ-
2010年 「下水道jがESDとして成立するための要件についての考察
東洋大学文学部紀要教育学科編
2010年 レゴ・マインドストームを活用した小6理科「電気の利用」の指導 平成 19年度 -21年度科
研費基盤研究 (B)研究成果報告書代表 小倉康
2010年 下水道環境プログラムの開発と授業実践 「下水道協会誌J
2011年 小学校教育における低炭素教育のシナリオ 東洋大学文学部紀要教育学科編
2011年 低炭素社会の実現と学校教育今日のエネルギー問題と低炭素教育の創造」はるかプラス
2011年 「低炭素社会の実現と学校教育横断的・総合的な学習で推進する低炭素教育」はるかプラス
2011年 「低炭素社会の実現と学校教育再生可能エネルギーによるエネルギー教育と低炭素教育」は
るかブラス
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2011年 「低炭素社会の実現と学校教育教師の低炭素教育リテラシーと授業の規準」はるかプラス
2011年 「まちづくりを支える環境教育J月刊下水道
2012年 「小学校教育における低炭素教育のシナリオ」 東洋大学文学部紀要教育学科編
2012年 「持続可能な社会の実現に向けた低炭素社会と小学校教材の開発Jrエネルギ一環境教育』
2012年 「学校教育から発信する家庭・地域での低炭素社会づくりへの理解増進」
『低炭素づくりのための総合戦略とシナリオ』
独立行政法人科学技術振興機構低炭素社会戦略センター
2012年 「持続可能な社会の実現に向けた低炭素教育Jr時報市町村教委j
2013年 「炭素循環」による低炭素教育の展開
ーデンマークロラン島の再生可能エネルギ一発電から学ぶ一
東洋大学文学部紀要教育学科編
2013年 「エネルギ一環境教育による省エネルギ一行動変容の予備的分析」
日本エネルギ一環境教育研究(共著)
5 
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2014年文学部教育学科研究活動報告
榎本淳子
<研究活動>
[著書1
l.榎本淳子 (2014)児童生徒理解と教師のメンタ
ルヘルス 山崎準二 ・矢野|専之(編著)新・
教職入門 学文社， pp 117-126. 
[論文]
l. Enomoto， J.， & Nakazawa， M. (2014). 
Negative effect of aging on psychosocial 
functioning of adults with congenital heart 
disease. Circulation Journal. Advance online 
publication. doi: 10.l253/circj.C]-14・0682
2. Apers， S.， et a1. (2014). Assessment of 
Patterns of Patient-Reported Outcomes 
in Adults with Congenital Heart disease 
_ 1nternational Study (APPROACH-1S): 
Rationale， design， and methods. 1nternational 
J ournal of Cardiology. Advance online 
publication. doi: http://dx.doi.org/10.l016/ 
j.ij card.20l4.l.084 
[学会発表.シンポジウム]
l. Enomoto， J. (2014. July). Changes in 
adolescent friendship patterns over a course 
of 15 years. 1n M Sakurai目 (Convenor).
J apanese adolescents' psychological well-
being: The implications for effective 
evidence-based approach at school settings. 
Symposium conducted at the meeting of 
28th 1nternational Congress of Applied 
Psychology， Paris， France. 
[研究助成]
L 日本学術振興会科学研究費基盤研究C(平成
26-28年度)i先天性心疾患患者の心理社会的
発達課題と支援ツールの開発J(研究代表榎
本淳子)
2 平成25年度(平成25年10月一平成26年9月)
日本心理臨床学会研究助成 「成人期に達した
先天性心疾患患者の抱える心理的問題とその
背景要因J(研究代表目榎本淳子)
<教育活動>
海外特別研究
<学会活動>
日本教育心理学会(会員)
日本発達心理学会(会員)
日本心理学会(会員)
日本心理臨床学会(会員)
(2014年1月-12月)
日本小児循環器学会(会員 )
American psychological association (member) 
緒方登士雄
<研究活動>
[講演等1
1 東洋大学社会貢献事業 「障がい児・者への
発達支援 豊かなコミ ュニケーシ ョンを育む
ために」講師 会場:葛飾区立保田しおさい
学校、埼玉県立熊谷特別支援学校、 埼玉所沢
おおぞら特別支援学校
<教育活動>
[学内]
(学部)肢体不自由児・者の教育臨床、肢体不自
由児の指導法、特別支援学校教育実習、
教育学演習
(大学院)発達障害児臨床心理研究特殊講義、教
育学特殊研究、教育学研究指導
[学外}
青山学院大学大学院 「障害者(児)心理学習」
<大学・学部管理運営活動>
1. 学生相談室専門員、 障がい学生支援委員会
委員
<学会活動>
1. 日本発達障害学会(会員)、日本心理臨床学
会(社員(評議員))、日本特殊教育学会(会
員)、日本リハビリテイション心理学会(常
任理事)、日本臨床動作学会(常任理事)、日
本教育心理学会(会員)、日本心理学会(会員)
2. 日本臨床動作学会大会 シンポジウム 「生老
病死と動作法一当事者としての気づきを中心
に_Jシンポジスト
3. 日本リハビリテイション心理学会大会 分科
会座長
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<社会的活動等>
l 東洋大学人間科学総合研究所発達臨床相談室
相談員、千代田区特別支援教育発達支援アド
バイザ一、九州大学大学院人間環境学府附属
「発達臨床心理センター」研究員、日本臨床
心理士会会員
2. 長野県心理リハビリ テイション研究会主催事
業「長野県心理リハビリテイションキャンプ」
キャンプ長 ・スーパーヴァイザーとして参加
者 (障害児 ・者、教育 ・福祉関係者、保護者)
への指導 ・助言
3. 栃木県連合教育会主催「発達障害セミナー宿
泊研修「臨床動作法.!J講師
4 国家公務員共済組合連合会三宿病院主催研修
会講師
桂直美
<研究活動>
[研究発表]
Practicing Aesthetic Education Workshop in 
J apanese School Settings. 2014 Asia-Pacific 
Region Aesthetic Education Symposium. 
National Academy for Educational Research. 
Taiwan 
2014.l1.7 
[著者 ・論文等]
「授業作りの視点」、『学校教育のカリキュラムと
方法』田中統治 ・大高泉編、協同出版、2014、
pp.205-212 
[研究助成]
日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究(C)) 
(2012年度-2014年度Hスズキメソードによる『才
能教育Jモデルと教師文化の研究J(研究代表者)
<教育活動>
[学内担当授業科目等 (学部)] 
初等科音楽、初等教科教育法 (音楽)、教育課程論、
教育課程総論、教育学ゼミナール 1. I、卒論
ゼミナール
[学内担当授業科目等(大学院)]
授業分析論特殊講義、教育学研究指導 XI、音楽
科教育研究演習
[学外担当授業科目等 (学部)] 
初等音楽(筑波大学)
<学会活動>
[所属する学会と役職等]
日本教育方法学会 会員
日本教育学会 会員
日本音楽教育学会 会員
日本デューイ学会 会員、紀要編集委員会委
員
日本カリキュラム学会 会員
日本教材学会 会員、紀要編集委員会委員
日本学校音楽教育実践学会 会員
日本民俗音楽学会 会員
日本質的心理学会 会員
American Educational Research Association 
会員
北津俊之
<研究活動>
[論文]
iLCI r美的教育プログラム』にみる学びの可能性」
『日本美術教育研究論集47.1 (社)日本美術教育
連合、 pp.45-56(担当頁:pp目45-52)、2014.3
[研究発表]
「造形教育におけるユーモアの意味と可能性」、
第48回日本美術教育研究発表会、東京家政大学、
2014.l0.l9 
[啓蒙書等]
「教 科 書 Q&AJr造形ジャ ー ナル.!Vo1.59-
3.N 0.423.2014.開隆堂 .pp.l1-12
<教育活動>
[学内]
(学部)初等図画工作 (2コー ス、 0.5コマ)、初
等図画工作教育法 (2コー ス、 0.5コマ)、
授業論 (0.5コマ)、教育実習 1I (一部
0.5コマ、二部0.5コマ)、教育学ゼミナー
ル1I (一部1コマ)、教職総合ゼミナー
ル(二部0.5コマ)、教職実践演 (0.5コマ)
(大学院)図画工作・美術教育研究演習 (0.5コマ)
(通信)教育実習 1I (0.5コマ)
[学外]
初等図画工作教育法 (0.5コマ)・初等教科専門
図画工作 (0.5コマ) (早稲田大学教育学部)
<学会活動>
日本美術教育連合(監事)、造形教育センタ ー
(アーカイブ委員)、全国大学造形美術教育教員
養成協議会(委員)、美術科教育学会(会員)、
大学美術科教育学会(会員)
<社会的活動等>
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l. 開隆堂図画工作教科書編著者
2.校内研究会講師 (荒川区立第七峡田小学校)、
2013.l.28 
3.鎌倉市図画工作研究部会講師(鎌倉市立小坂
小学校)2014.5.7 
4.藤沢市図面工作研究部会 講師 (藤沢市立大道
小学校)2014.6.9 
5.小田原市図画工作研究部会講師 (小田原市立
国府津小学校)2014.8.20 
6. 印旗地区教育研究集会講演「子どもとユーモ
ァJ(ヒルト ン成田)2014.8.26 
7.造形・美術教育力養成講座 講師 (日本美術
教育連合主催 四谷CCAA)2014.8.27 
8.全国児童画コ ンクール (毎日新聞社主催)審
査員 2014.l0.l2-13 . 8 
9.世界こども図面コンテスト(家の光協会主催)
審査員 2014.l0.25
栗原久
<研究活動>
[著書]
1.栗原久編著『入門 社会・地歴・公民科教育J
梓出版社， 2014年3月。
[学会発表]
l. 栗原久 IOECD の金融教育プロジェク トと
PISA2012金融リテラ シー調査J全国社会科
教育学会第63回全国研究大会 (愛媛大学)• 
2014年 1月。
[研究助成1
1 研究分担者・栗原久「幸福 ・効率 ・公正か
ら再編成する経済教育プログラムの開発」
(研究代表者 -猪瀬武則 日本体育大学教授，
平成26~ 28年度，基盤研究 (B)) 
2.研究分担者・栗原久 「現代社会の課題を考
察する見方や考え方を身に付けさせる公民
教育カ リキュラムの再構築J(研究代表者 ・
唐木清志筑波大学准教授，平成 26~28 年度，
基盤研究 (B)) 
[その他]
l 栗原久(研究代表者)ir海外における金融経
済教育の調査・研究J報告書」日本証券業協会，
2014年。
<教育活動>
[学内]
(学部)教職総合ゼミ ナール，教育学ゼミ ナール
I . I，教育学卒論ゼミナール，社会 ・
公民指導法 I. I，教育実習 I. I
(大学院)学習指導論特殊講義 ・教育学研究指導
V 
(通信)教職実践演習(中・高)
[学外]埼玉大学教育学部「社会科指導法BJ I社
会科指導法DJ，茨城大学人文学部 「公民科指導
法」
<大学・学部管理運営活動>
I 第一部教育学科学科長，第二部教育学科長，
人間発達専攻長
<学会活動>
l. 日本社会科教育学会幹事， 学会誌編集委員
2. 日本公民教育学会常任理事，学会誌編集長
<社会的活動等>
l. 長野県総合教育センター選択必修研修「経済
教育の理論と実際j講師。
2 日本証券業協会 「金融経済教育を推進する研
究会」委員。
3 経済教育ネッ トワーク「夏の経済教室」講師。
4 日本証券業協会「金融・証券教育支援委員会」
委員。
幸田国広
<研究活動>
[著書1
l. 共著 『文学の教材研究 〈読み〉のおも し
ろさを掘り起こす』教育出版、 2014年3月、
担当部分 Ir狐は人を踊す』か 「雪わたり」
教材研究におけるく読み〉の条件-J(238-
255頁)
[論文1
1. I戦後小学校国語教科書におけるキツネ表象
の変遷Jr国語教育史研究』第14号、国語
教育史学会、2014年3月 (19-30頁)
[その他1
l. 日本国語教育学会第77回全国大会 (2014年
8月8-9日)大学部会シンポジウム・ コー デイ
ネーター 「国語教育と道徳教育」
<教育活動>
[学内]
学部・「国語科指導法 II J I教科教育法(国語)J 
「初等科国語JI教育学ゼミナールII J I教
育実習 II J (以上 1部)I教育学入門ゼ
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ミナールJr教職実践演習J(以上2部)
通信:r国語科指導法IJ
大学院 :r国語科教育研究演習」
<大学 ・学部管理・運営活動>
文学部自己点検・評価委員 他
<学会活動>
全国大学国語教育学会、日本国語教育学会、
国語教育史学会、早稲田大学国語教育学会、 日
本読書学会、 日本文学協会他
<社会的活動>
1. NHKEテレ高校講座「国語表現J講師・監修
2. 教育出版高校国語教科書編集委員 『新編国
語総合jr国語表現jr現代文Bj担当
斎藤里美
<研究活動>
[監訳および翻訳]
斎藤里美監訳 『多様性を拓く教師教育 多文化
時代の各国の取り組みj，明石書店， 2014年8月
18日(全394頁を監訳，序文・謝辞・要旨・第1章・
第13章を翻訳)原著:OECD， 2010， EducatIng 
Teachers for DIversIty-MeetIng th芭ChaJJenge.
[学会発表]
「教員環境の国際比較と教師教育研究の課題 -
TALIS 2013年調査結果の分析をもとに -J ，日
本教師教育学会第24回大会特別課題研究「教師
教育研究における今後の課題を考えるJ，玉川大
学， 2014年9月28日.
[研究助成1
1. 日本学術振興会科学研究費補助金 (基盤研
究B)IEUにおける移民第二世代の学校適
応に関する人類学的研究J(研究代表者:山
本須美子)• 
2. 日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研
究B)rヨ ロー ッパにおける移民二世の学業
達成に関する研究J(研究代表者:園山大祐)• 
{その他]
「監訳者はしがきJ， r多様性を拓く教師教育一多
文化時代の各国の取り組みj，明石書庖， 2014年
8月18日， pp.3-8. 
(李恩純と共編)r新日本語2j，筆中科技大学出
版社， 2014年9月， 全305頁
[講演等]
l 綾瀬市教育委員会主催講演会 「子どもの表現
力を伸ばすにはJ(会場:綾瀬市役所6階視
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聴覚室)，2014年7月26日.
2 射水市教育委員会主催講演会 「子どもの表現
力を伸ばすにはJ(会場:新湊中央文化会館
高周波文化ホール)，2014年8月27日.
3.座間市青少年問題協議会主催講演会「子ども
の表現力を伸ばすにはJ(会場:座間市市民
文化会館)，2014年 1月22日.
<教育活動>
[学内]
(学部)学校教育社会学(1部、2部)、比較社会論(1
部)、教育学ゼミナール IおよびI (1部、
2部)、教育学卒論ゼミナール(1部、2部)、
全学総合科目 IB (1部)
(大学院)学校教育研究演習、教育学研究指導N
(以上博士前期課程)、教育学特殊研究
v (博士後期課程)
<大学 ・学部管理運営活動>
1.大学院年次刊行物編集委員会 委員長
2.総合科目運営委員会委員
3. 文学部カ リキュラム委員会 委員
4. 国際センタ一 日本語・日本文化教育科 目運
営委員会 委員
5.東洋大学アジア文化研究所運営委員、『アジ
ア文化研究所研究年報J編集委員
<学会活動>
1.教育目標 ・評価学会 理事、紀要編集委員
2.日本教育学会会員
3.日本教育社会学会会員
4.日本比較教育学会会員
5. 日本教師教育学会 会員
<社会的活動等>
l 華中科技大学外国語学院客員教授
2. 特定非営利活動法人 リビングバリュー推進
協会副理事長
3. NHK総合テレビ NEWSWEBゲスト (OECD
による 「第2回国際教員指導環境調査」にお
ける日本の結果についてコメント)， 2014年
6月25日.
<出張講義等>
1. r人はなぜ学ぶのかJ， 大妻高校， 2014年
11月19日.
2. r人はなぜ学ぶのかJ， 東京都立広尾高校，
2014年 12月15日 (月).
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<研究活動>
[学会発表1
1. (話題提供) TA 草創期の育ち~ Eric Berne 
と後継者たち~ トークセッション iTAを
学び、伝える」 日本TA協会第27回大会
(2014年6月)
2. (司会) ワークショップ「ワクワクすれば人
は育つ IJ 日本 TA協会第27回大会 (2014
年 6月)
[その他]
1. (コーデイネーター)パネルデ、イスカッショ
ン 「進学校における進路指導の実践J2014 
教育実践サポートセミナー (2014年8月)
<教育活動>
[学内]
(学部)教育相談の理論と方法 (1. I部)、教育
相談 (1. I部)、教育学ゼミナール I
I (1部)、教育学卒論ゼミナール (1. 
E部)
(大学院)カウンセリング実習、臨床教育心理治
療法特殊講義
(通信)教育相談
<大学・学部管理運営活動>
l 教職課程運営委員会委員(介護等体験小委員
会小委員長)
2.東洋大学人間科学総合研究所紀要編集委員会
委員
<学会活動>
1. The International Transactional Analysis 
Association (Regular Member、Certified
Transactional Analyst) 
2 日本交流分析学会(評議員)
3 日本TA協会(理事)
4. 日本心理学会(会員)
5. 日本パーソナリティ心理学会 (会員)
6. 日本健康心理学会(会員)
7 日本感情心理学会(会員)
8 日本キャリア教育学会 (会員)
9 第27回日本 TA協会大会実行委員
<社会的活動等>
l ひらかわクリニック非常勤臨床心理士
清水直
<研究活動>
{論文]
:.L>. 
'ロ
発達に障害のある乳幼児への早期介入と家族支
援に関する諸問題(9)ー 『親と教師のための学齢
期の子どもの行動支援プログラムー家庭・学
校・地域における豊かな生活をめざしてJの
開発と指導の進め方について.東洋大学文学
部紀要.第67集.教育学科編 xx X IX .1-16 
2012年2月
障害児(者)の生涯発達支援システムの設計と
実践(10)ー高等教育における発達障害のある
学生の支援の現状と課題について 東洋大学
人間科学総合研究所紀要.17号.37-40.(共同研
究) 2012年8月
[研究発表]
ネパールにおけるポーテージプログラムの普及
とCBR活動の支援日本特殊教育学会第52回
大会論文集，P5田B-9.(高知大会)(共同研究)
2012年9月2日
[講演・助言]
ポーテージプログラム研修会(佐賀・佐賀県立
療育センター) (講師)
2014年 1月30日-31日
第29回ポーテージプログラム研修セミナー(l:jl 
級)(東京・東洋大学白山校舎) (講師)
2014 年 2 月 8 日~ 10 1:1 
第55回ポーテージプログラム石ilf1多セミナー
(初級) (東京・東洋大学白山校舎) (講師)
2014 年 3 月 14 日~ 16日
ポーテージプログラム・ワークショップ (パネパ・
ネパール) (講師) 2014 年 3 月 25 日~ 27日
ベトナム・ドンナイ省・ラムドン省におけるイ
ンクルージョン教育キーティーチャー養成研
修セミナー(講師) (ホーチミン・ベトナム)
2014 年 7 月 l 日 ~4 日、 7 月 8 日・ 9 1= 
第56回ポーテージプログラム石耳修セミナー (初
級)(東京・東洋大学白山校舎) (講師)
2014 年 7 月 19 日~ 21日
ポーテージプログラム 1日セミナー (神奈川・
川崎市療育センター) (講師)
2014年7月26日
ポーテージプログラム研修会(応用コース) (佐
賀 ・佐賀県立療育センター) (講師)
2014 年 8 月 18 日 ~20 日
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早期からの発達相談と親・家族支援-r新版ポー
テージ早期教育プログラム』による実践と「問
題行動」の応用行動分析 .ー平成26年度東洋
大学全国講師派遣事業，宮城県立迫支援学校.
2014年8月21日
こころ保育園研修会「ポーテージプログラムJ(東
京 ・多摩市) (講師) 2014年8月23日
第30回ポーテージプログラム研修セミナー (中
級) (東京・東洋大学白山校舎) (講師)
2014 年 9 月 13 日~ 15日
ポーテージプログラム研修セミナーm 富山 (初
級) (富山・恵光学園) (講師)
2014 年 10 月 11 日~ 13日
第31回ポーテージプログラム認定相談員事例研
究会(東京・東洋大学白山校舎)(講師・助言者)
2014 年 10 月 25 日 ~26 日
こころ保育園研修会 「保育事例研究J(東京・多
摩市) (講師) 2014年 1月15日
[学会活動]
日本行動分析学会(監事)、日本発達障害学会(監
事)、日本共生科学会 (常任理事)、日本心理学会、
日本教育心理学会、日本発達心理学会、日本行
動療法学会、日本行動科学会、
[学内]
東洋大学人間科学総合研究所研究員、発達臨床
相談室室長
<教育活動>
[学内]
(学部)知的障害児・者の心理と臨床(1部.I部)、
カウンセリングの理論と実践(I部・ E
部)、教育学ゼミナール I'II(I部'I部)、
発達障害児の心理(I部) (7回担当)
(大学院)臨床教育心理学研究演習〔前〕、教育学
研究指導〔前〕、教育学特殊研究(後〕、
教育学研究指導 〔後〕
[学外l
国立障害者リハビリテーションセンター自立支
援局秩父学園付属保護指導職員養成所 (i心理学
一般J非常勤講師:集中講義)
<社会的活動>
認定NPO法人日本ポーテージ‘協会(会長)
<海外出張>
ポーテージプログラム・ワークショップ(ノfネノt・
ネパール) 2014 年 3 月 24 日 ~31 日
ベトナム ・ドンナイ省 ・ラ ムドン省におけるイ
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ンクルージョン教育キーティーチャー養成研
修セミナー(ホーチミン・ベトナム)
下回好行
<研究活動>
[論文1
2014 年 6 月 30 日 ~7 月 9 日
1.下田好行「自己の直観を自証する授業・
教材のあり方一垣内松三の自証体系とその
授業実践を通 してーJr教材学研究第25巻』
2014.3、 pp.l73-180.
2. 下回好行「グローパル社会に必要な資質 ・
能力とは何か一論理性から意志 ・暗黙知の世
界へーJrグローパル化と情報化.143巻、日
本教材研究文化財団、 pp.l7-2.
3. 下田好行「ホーリズムの視点に立った授業
開発一課題解決のための共同的 ・表現的 ・創
造的な学びを通してーJr東洋大学文学部紀要
第67集教育学科編39.1pp.l7-26 
[その他1
1. 下回好行「教師の精神の自由と創造的な教
材・授業開発一宮津賢治の体験的な授業実践
を通して-J r教育新聞3261号.1["論点」、 教
育新聞社、 2014.2.l7、p.3
2. 下田好行 「大学とは何をするところかーア
カデミカル ・リテラ シーを学ぶーJr東洋通信
第51巻第3号』 東洋大学通信教育部、 2014.8、
pp.l2-14. 
3. 下田好行「活用力を育成する教材とは何かー
教育関連産業、それぞれの立場からーJr教材
学研究第25巻 (別冊)i日本教材学会25周年
期年号J.I2014.9、pp.l38-139.
4. 下回好行「人間の世界観の転換と文学の力
一 「思い出のマーニーJを通してーJr学校図
書館通巻第769号』全国学校図書館協議会、
2014.l1、pp.64-65.
5. 下田好行「今を「生きる力」に想う 論理
から感性・意思の世界へーJr学校図書館通巻
第770号』全国学校図書館協議会、 2014.l2、
pp.50-51. 
[学会発表1
1.下田好行「教師としての宮津賢治一授業と
教材開発に着目してー」 日本教材学会第26
回研究発表大会研究発表論文集J中部大学
現代教育学部 2014.l0.l8-19 pp.58-59. 
2 下田好行「現在の教育事情、どこに問題が
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あるのか、本音とたてまえ(1)一教育関連
産業、それぞれの立場から (授業や教材を
含む)一」日本教材学会第26回研究発表大
会研究発表論文集Jラウンドテーブル企画
者、中部大学現代教育学部 2014.10.18-19
p.148 
3 下回好行 「宮津賢治の教育観と世界観一授
業実践の根底にあるものを探ってー」関東
教育学会 『第62回発表要旨集録』文教大学
2013.1.8 pp目15-16.
[研究助成]
科学研究費補助金基盤研究c1ホリスティック
な立場からの教材・授業開発に関する研究」研
究代表、日本学術振興会、 2011.4~ 2014.3 
<講演>
下目立子行 「思考と直観(意思)を考える」茅ヶ
崎ホリスティック教育研究会、 2014.8.4
<教育活動>
[学内]
(学部)教育方法論 (教育学科 I部:初等教育・
人開発達、教育学科 E部) 教育方法研究(文学
部、社会学部、法学部) 教育学入門ゼミナール
(教育学科 I部:初等教育) 教職総合ゼミナー
ル(教育学科 I部:初等教育) 教育学ゼミナー
ル1. I 教育学卒論ゼミナール
(大学院)学習指導論研究演習 教育学研究指導
咽
[学外1
・学校図書館司書教諭講習会(文部科学省) 於
信州大学教育学部 「学校経営と学校図書館」
講師
-松本大学教職課程 「教育方法論」 講師
-立正大学 社会福祉学部 「教育方法論」 講師
・筑波大学 教職課程 「特別活動論」 講師
<学会活動>
・日本教材学会 常任理事
・日本国語教育学会 理事
・関東教育学会 会計監査
-日本教材学会研究懇話会委員長
<社会的活動>
-厚生労働省 社会保障審議会福祉文化分科会
委員 出版物委員会副委員長
-全国学校図書館協議会 機関紙 『学校図書館J
編集委員
-日本教材文化研究財団 評議員
-品川区立上神明小学校外部評価委員長
須田将司
<研究活動>
[論文等]
1. 1大正期福島県全域における郡教育会方部会 ・
郡市連合教育会の展開Jr東洋大学文学部紀
要』第67集教育学科編XXXIX、2014年2月、
27 -43頁
2. 1昭和戦前期 福島県教育会雑誌目次集 [そ
の二1J福島県史学会 『福島史学研究』第92巻、
2014年3月、67-82頁
3. 11930年代における学校報徳社・児童常会の
端緒一富山県下指定教化村の報徳教育に着目
して一」教育史学会『日本の教育史学J第57
集、2014年 10月、 45-57頁
[研究助成1
1 日本学術振興会平成25~ 27年度科学研究費
補助金 (若手研究 B)1昭和戦前期 「報徳教育」
の錬成的 ・教育学的展開に関する実証的研究」
(研究代表者)
2. 日本学術振興会平成24~ 26年度科学研究費
補助金(基盤研究 B)1近代日本における教
育情報回路と教育統制に関する総合的研究」
(研究分担者)
3. 日本学術振興会平成 26~ 28年度科学研究費
補助金 (挑戦的萌芽)1学力向上を支える教
員文化の創造に関する基礎的研究J(研究分
担者)
[報告書]
1. 1昭和戦前期 福島県教育会雑誌目次集 [解
説1J教育情報回路研究会 『近代日本におけ
る教育情報回路と教育統制に関する総合的研
究中間報告書(I )j、2014年 10月、 103
148頁
{その他]
1. インタビュー 「あなたはなぜ教師を目指した
のか?志望動機編」時事通信出版局 『教員養
成セミナ-j 2014年5月号
2. インタビュー「学生の「学びたい」を引きの
ばすJrmanaba活用ブックjvol.l、朝日ネッ
ト、 2014年 10月、 16頁
[講演]
1. 1 r戦後新教育・ 「実力の検討」実践資料集』
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から学ぶ」 平成25年度神奈川県南足柄市立
福沢小学校校内研修会、 2014年2月3日
2. 11930年代における報徳教育実践の創出一神
奈川県 ・富山県における模索の諸相一」 第
501回(小田原第31回)報徳ゼミ 、報徳博
物館、 2014年3月9日
:3. 1新しい報徳教育を生み出した富山の教育者
たち一学校報徳社 ・児童常会の先駆一」東洋
大学校友会富山県支部総会、高志会館、 2014
年7月27日
4. 1 r実力の検討』を読み直すJ平成26年度神
奈川県南足柄市立福沢小学校校内研修会、
2014年8月21日
<教育活動>
[学内担当授業科目]
(学部)社会文化史(日本)、教育史、教育基礎論I、
教育基礎論H、教育実習 r. I、教職実
践演習、教育学入門ゼミナール、教職総
合ゼミ ナール、教育学ゼミナール r'I(I
部)
(大学院)比較教育史特殊講義
[学内その他]
東洋大学居合道同好会顧問
「井上円了の志したものとは」選考委員
<学会活動>
1.教育史学会(会員)
2 日本教育学会 (会員)
3 全国地方教育史学会(会員)
4 日本教育史研究会 (世話人、 事務局長)
5 日本教育史学会(会員)
6. 日本教師教育学会(会員、特別課題研究部会
「大震災と教師教育J)
7. 日本社会科教育学会(会員)
8. 東北教育学会(会員)
9.福島大学教育学会 (会員)
<社会的活動>
l 福島県南相馬市 「原町市史編さん事業j専門
研究委員
2.福島県相馬市 「相馬市史編さん事業」近代 ・
現代部会調査執筆委員
関直規
<研究活動>
[著書 ・論文等]
1. 1ロン ドンの公立夜間学校の拡大と無償型成
人教育の専門分化一 『フ リー ・ インスティ
テュー トJを手がかりに一J(単著)r東
洋大学文学部紀要』第67集、教育学科編
xxxrx、2014年3月、 pp.45-52。
2. Ir公民館構想の研究』の継続に向けてJW日
本公民館学会年報』第1号、 2014年 1月、
pp.l57-159。
[口頭発表]
1. 1戦間期イギリスの学校開放と成人教育の多
様化に関する一検討 ロンドンの『ジェネ
ラル・ インステ イテュ ートJを中心に一」
日本教育学会第73回研究大会、於九州大
学箱1府キャンパス、 2014年8月、 『発表要旨
集録.1pp.l82-183o 
2. 1戦前期大都市の児童と映画の問題化をめぐ
る社会教育の改革一東京市の 『映画教育J
事業を手がかりに一」日本社会教育学会第
6 1回研究大会、於福井大学文京キャンパ
ス、 2014年9月、『発表要旨集録.1p.38o 
[研究助成]
1 日本学術振興会科学研究費助成事業 ・基盤
研究 (C) (研究代表者関直規)1社会教育・
成人教育活動における公立学校の地域開放
史に関する日英比較研究J(25381092) (2013 
年度~ 2015年度)。
2.東洋大学井上円了記念研究助成 ・個人研究
(研究代表者間直規)1日本とイギリスの成
人 ・コミュ三ティ教育発展史に関する基盤
的・実証的研究J(20l3年度)。
[その他1
1. 1はじめに ゼミナールで獲得する力J(単
著)W2013年度教育学ゼミナール 1. I 卒
業論文ゼミナール 社会教育学研究成果報
告書』第4号、 2014年1月。
2 日本公民館学会2014年度スプリング ・フォ ー
ラム IW公民館構想の研究Jの継続に向けてJ
(於筑波大学東京キャンパス文京校舎)司会、
2014年3月。
3. 1社会教育関係団体の支援策についてJ(共
著)、所沢市社会教育委員会議答申、2014年
8月。
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4. r文化事業の方向性についてJ(共著)所沢
市社会教育委員会議建議、 2014年8月。
<教育活動>
[学部担当授業科日等]
(学部)教育学入門ゼミナール・教職総合ゼミ ナー
ル(第 l部)、教育学ゼミナール 1. I (第
l部・第2部)、教育学卒論ゼミナール(第
l部・第2部)、 社会教育計画論 1. I (第
l部・ 第2部)、文化地誌学(第 l部 ・第
2部)、総合四Ar日本の近代化と東洋大
学一井上円了の哲学と実践一J(校友会寄
附講座)
(大学院)教育文化論特殊講義
<大学・学部管理運営活動>
1.文学部カ リキュラム委員会委員
<学会活動>
1. 日本教育学会(会員)
2. 日本社会教育学会(会員)
3. 日本公民館学会(理事、副会長、学会年報
編集委員長)
<社会的活動等>
1. 所沢市特別職員社会教育委員
2.所沢市教育委員会主催 「平成25年度社会教
育関係団体 つなぐミ ーテイングJ(於所沢市立
中央公民館)司会、 2014年2月。
滝川国芳
<研究活動>
[研究助成1
1 日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究
(C) ) r病気を理由に学校を長期欠席してい
る児童生徒の学びの支援システム開発に関
する研究J(研究代表).2013-2015年度
2 日本学術振興会科学研究費補助金(基盤研究
(C) ) r病院訪問教育における効果的な 1C 
T 活用と評価に関する実践的研究J(研究代
表福本徹)研究分担者.2012-2014年度
[学会発表1
1. i賓崎麻弥 ・滝川国芳・谷口明子・通常の学
級に在籍する病気のある児童生徒への教育
支援一「副次的な学籍」の活用に焦点をあ
てて一， 日本育療学会第 18回学術集会，
2014.8. 30 
1講演等1
1. I特別支援学校(病弱)における児童生徒の
学習意欲を高めるための支援-ICTを活用
した事例を通して一」福島県立須賀川養護
学校医大分校・講演.2014.6.27 
2. r特別支援学校(知的障害)での生徒一人一
人が主体的に取り組むことができる授業づ
くり」東京都立足立特別支援学校・講演.
2014.8.1 
3. rインクルーシブ教育システム構築に向けた
特別支援教育の役割」岐阜県恵那特別支援
学校公開講座 ・講演.2014.7.23 
4. ["学習場面で読み書きにつまずきのある児童
への指導」東京都文京区立駒本小学校・講演.
2014.8.29 
5. ["現在の特別支援教育と小児の難病 ・慢性疾
思児の教育について」難病・慢性疾患全国
フォーラム 2014・話題提供.2014.1.8 
6. ["病弱教育における教科教育」 福島県立須賀
川養護学校医大分校 ・講演.2014.1.19 
[学内]
東洋大学人間科学総合研究所研究員
<教育活動>
[学内担当授業科目]
(学部)特別支援教育概論 1 (第 l部・第2部)、
特別支援教育概論 I (第 l部・第2部)、
病弱児の指導法(第 l部)、発達障害児・
者の心理 (第 I部)、特別支援学校教育実
習(第2部)、教育学ゼミナール 1. I (第
l部)、教育学卒論ゼミナール (第1部)
(大学院)発達障害児教育研究特殊講義
[学外]
広島大学大学院教育学研究科非常勤講師
<学会活動>
日本育療学会(事務局長・理事 ・編集委員)
日本特殊教育学会(会員)
日本LD学会(会員)
日本小児保健協会(会員)
日本特別ニーズ教育学会(会員)
日本学校保健学会(会員)
<社会的活動等>
1.埼玉県教育委員会「埼玉県教科用図書選定
審議会」委員
2.神奈川県教育委員会免許法認定講習講師
3.福井県教育委員会免許法認定講習講師
4. 広島県教育委員会免許法認定講習講師
5. 沖縄県教育委員会免許法認定講習講師
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6.福島県教育委員会「特別支援学校における
外部専門家活用事業J講師
6 認定NPO法人難病のこども支援全国ネッ
トワーク運営委員
谷口明子
<研究活動>
[著書・論文]
1.谷口明子(2014).第7章道徳性の芽生え
小植智子・谷口明子(編著)保育内容 人間
関係学文社 pp.67-76. (2014年1月)
2. 谷口明子 (2014)第7章心の発達 山田一
成 ・谷口明子(編著) 心理学の基礎八千
代出版 pp.87-100. (2014年1月)
[学会発表]
1. 谷口明子・堀口真理 (2014) 病弱教育におけ
るキャリア発達支援(1)一「キャリア教育」
再考 日本育療学会第四国学術集会抄録集，
p.30 (2014年8月)
2.堀口員理・谷口明子 (2014).病弱教育におけ
るキャリア発達支援 (2)一音楽の授業実践
から. 日本育療学会第 18回学術集会抄録集，
p.31 (2014年8月)
3. i賓崎麻弥・滝川国芳・谷口明子 (2014) 通常
の学級に在籍する病気や障害のある児童に対
する支援の在り方について一 「副次的な学籍」
の活用に焦点をあてて. 日本育療学会第 18
回学術集会抄録集， p.36 (2014年8月)
4 谷口明子 (2014).子供に病気をどう説明する
か 日本特殊教育学会第52回大会自主シン
ポジウム話題提供 (2014年9月)
5. 谷口明子 (2014).病弱児のキャリア発達支援
(1) 一教員から見た社会的自立のために“つ
けたい力"とは. 日本特殊教育学会第52回
大会発表論文集， P1-D-9 (2014年9月)
6.谷口明子 (2014). ['小児がんjを「健康な他者」
にどう説明するか.日本健康心理学会第27回
大会自主シンポジウム話題提供 (2014年 1
月)
I研究助成]
l 科学研究費基盤研究(C)(2013年度-2015年
度)['病弱教育におけるキャリア発達支援プ
ログラムの開発J，研究代表者
[講演等]
1.東京都立武蔵台学園府中分教室，校内研修会
講演「病院内学級におけるキャリア発達支援
一一人一人が輝くためにJ2014年2月 12日
2. 東京都立北特別支援学校東大こだま分教室，
関東甲信越公開授業研究会「病弱教育におけ
る自立と社会参加支援J2014年2月19日
3. 東京都立久留米特別支援学校，校内研究会
講演 「病弱教育におけるキャリア発達支援」
2014年3月20日
4.福島県立須賀川養護学校福島医大病院分教
室，教員研修会講演「病弱教育の現状と子ど
も・保護者支援J2014年7月24日
5.東京都立北特別支援学校東大こだま分教室.
授業力向上研修会講演 「病弱教育における
『キャリア教育』再考J2014年8月1日
6. 関東甲信越地区病弱虚弱教育研究連盟研究協
議会東京大会第一分科会講演「病弱教育にお
けるこれからの 『自立活動』 一社会的自立を
視野にいれてJ2014年8月22日
7. さいたまファミリー ・サポート・センター学
習会講師 (東洋大学全国講師派遣事業)['や
る気を育てる心理学J2014年 10月25日
8. ょんまちネット由南長栗(ゅなーん)研修会
講師(東洋大学全国講師派遣事業) ['やる気
を育てる心理学J2014年1月16日
9. 明治学院高等学校出張講義「学習における動
機づけーやる気を引き出すには?J 2014年
12月13日
<教育活動>
[学内]
(学部)教育学入門ゼミナール (1部)，教育学ゼ
ミナール I'II (I'II部)，教育心理学
概論 (1. I部)，生涯発達心理学 (1. 
E部)，教育学卒論ゼミナール (1. I部)
(大学院)教育心理学特殊講義，生徒指導 ・進路
指導特殊講義，福祉社会システム基礎
特論N， 教育学研究指導XII
[学外]
(学部)学習院大学教職課程 「教育相談BJ
(大学院)ルーテル学院大学大学院 「臨床心理学
研究法特論」
<学会活動>
日本質的心理学会(常任理事)，日本育療学会(理
事 ・編集委員)， 日本発達心理学会(学会誌査読
委員)， 日本発達障害支援システム学会(学会誌
編集委員)， 日本教育心理学会(学会誌編集委
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員)• 日本特殊教育学会(会員).1:1本医療保育
学会(会員)• 日本小児保健学会(会員). 日本
健康心理学会(会員).American Psychological 
Association (会員)
<社会的活動等>
1.東京都立久留米特別支援学校学校評側委員 ・
学校運営協議会委員
2. 東京都立北特別支援学校学校運営協議会委員
3. 財団法人「日本人事試験研究セ ンターJ幼稚
国教諭試験委員
寺木秀一
<研究j舌動>
[論文l
1. i子ども ・家庭の省エネ行動変容をもたらす
学習方法の分析一子ども ・家庭の行動変容
をもたらすエネルギ一環境教育」
日本LCA学会誌(共同 中村洋ら)印刷中
[学会発表]
1. i小学校におけるエネルギー教育の展開j日
本エネルギ一環境教育学会8月8日 東邦
大学
2. i持続可能なエネルギ一環境教育の体系的教
材に関する研究J(共向 井越昌紀)
日本エネルギ一環境教育学会8月8日 束
手1大学
3. i話 し合い活動による省エネ行動の向上に関
する予備的分析J(共同 中村洋ら )日本
エネルギ一環境教育学会8月8日 東邦大
こ子
[学会活動1
日本エネルギ一環境教育学会 (理事)
野外文化教育学会(理事)
持続可能エネルギ一環境教育研究会(副代表)
日本環境教育学会
日本理科教育学会
日本科学教育学会
日本地学教育学会
日本生活・総合学習教育学会
全国小中学校環境教育研究会
[議i寅]
1. i大人の理科教室・親子科学教室」尾張旭市
教育委員会年8月 11日 尾張市旭市民セン
ター
2. 大人の理科教室 懐かしの科学遊びボラン
ティア養成講座J8月28日 富里市教育委
員会
<教育活動>
[学内]
(学部)
初等教育実践研究B
初等教育実習
教職実践演習(小学校)
初等科理科
初等教科教育法(理科)
初等教科教育法 (生活)
教育学ゼミナール 1. I
教育学卒論ゼミナール
大学院
環境教育論特殊講義
理科教育研究演習
大学学部
キャリア就職推進委員会
文学部カリキュラム委員会
<社会的活動>
1. NPO 法人エコテクみらい研究所理事長
2. 環境カウンセラー全国連合会
3. ミニ ・エクストリアウムを創る会 共同主
~~ 
4. むさしの子どもエコフォーラム
(講師等)
1 荒川区小学校教育研究会理科部 指導講師
7月2日、 9月17日
2.稲城市教育研究会理科部2014年 10月8日
10月8日
3. 稲城市立向陽台小学校校内研究会 10月8日
4. エネルギー ・環境教育セミナー iIPCC第五
次評flli報告書の読み方と活かし方」 主催、
コーデイネータ- TEPIA会議室 8月
26日/9月6日
5. 富士箱恨現地学習 講師調布市立科学セン
タ- 8月5日 山梨県・神奈川県
6. むさしのサイエンスフェスタ「化石のレプ
リカをつくり地球の歴史を探ろう j統括講
師 11月1日 武蔵野体育館
長谷川 勝久
<研究活動>
[著書1
1 長谷川勝久 (2014): i往還型教育システム
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による支援体制の構築 -eポート フォ リオ
を用いた小学校教員養成の取り組み J. 
SYN APSE Vo1.36.教育新社. pp.l6-19 
2 長谷川勝久(2014)目「往還型教育システムに
よる実践的指導力の育成j. 心理学ワールド
66号， 日本心理学会. pp.25-26 
1学会発表等 (学会シ ンポジウム提案を含む )]
1. 蹟i頼隆司，坂井武司.松寄昭雄，長谷川勝久，
野口紗也香(2014): I算数教育における数学
的推論としての AbductIonの育成に関する
研究j.日本教授心理学会第10回年会予稿集，
pp.28-29. 
2.長谷川勝久(2014): I授業改善のための授業
評価アンケートフ ィードパックシステムの
開発J. 日本教育工学会第30回全国大会講
演論文集. pp.73-74 
3. 曽根健吾，長谷川勝久 (2014): I高等教育に
おける 「よい授業Jの構成要因に関する研
究i 日本教育工学会第30回全国大会講演
論文集. pp.719・720.
<教育活動>
[学内担当授業科目等(学部 ・大学院 )]
(学部)
1. 初等科算数
2. 初等教科教育法 (算数)
3. 教育評価論
4. 視聴覚教育(視聴覚メディア論を含む)
5. 教育学ゼミナール 1. I
6. 教育学科卒論ゼミナール
7. 初等教育実践研究 A
8. 初等算数特講
(大学院)
1. 算数・数学科教育研究演習
(通信)
教育方法研究 (情報機器の活用を含む)
<大学 ・学部管理運営活動>
1. 全学 FD推進委員会委員(授業評価手法検
討部会部会長)
2. 通信教育委員会委員
<主な所属学会>
1 日本教育工学会(会員)
2 教育システム情報学会(会員)
3. 日本数学教育学会(会員)
4. 数学教育学会(会員)
5. 全国数学教育学会(会員)
6. 日本科学教育学会(会員)
7 教育目標・評価学会(会員)
8 日本教育実践学会(会員) 他
藤本典裕
<研究活動>
[論文1
1. I教師としての坂口安吾」考一教員と教師の
あいだ 『東洋大学文学部紀要.J (教育学科
編)第67集. 2014年3月8日、 pp.53-60
2. 学校事務職員の役割 就 ・修学の保障のた
めに - r学校事務.12014年9月号、 2014年
9月1日、 p.6-9 
3.教師の採用をめぐる問題「現代日本の教師
を考える(改訂版).1岩本俊郎・浪本勝年編著、
北樹出版、 2014年 10月1日、 pp.67-75
[その他]
l 第27回教育財政シンポジウムのまとめ 『子
どものための学校事務J全国学校事務職員
制度研究会編、No.l24、2014年 3月 7日、
pp.l4-18 
2. 教育する資格(巻頭言)rパイデイア.1 (束
洋大学教職課程運営委員会・東洋大学教務
部教職 ・共通教育支援課)、25号、 2014年
4月1日、 p.3
3. 教師をめざすみなさんへ 『パイデイア.1 (東
洋大学教職課程運営委員会 ・東洋大学教務
部教職・共通教育支援課)、 25号、 2014年
4月1日、 p.4 -7 
4.分科会報告21I教育条件確立の運動jr日本
の民主教育・教育研究全国集会2014報告集』
みんなで21世紀の未来をひらく教育のつど
い教育研究全国集会2014実行委員会編、大
月書庖、 2014年 12月26日、 pp.263-272
[講演等1
1 たかがアニメの教育学ーサザエさん、ちび
まる子ちゃん、ク レヨンしんち ゃん-2014 
年7月6日、北杜市家庭教育支援事業「家
庭教育講演会j、甲斐駒センターせせらぎ
2. 学校と学校事務職員の役割 全国学校事務
職員制度研究会第38回全国初「究大会・水上
大会、テーマ別学習会A講師、 2014年7月
27日-29日、水上ホテル衆楽
3 たかがアニメの教育学 サザエさん、ちび
まる子ちゃん、クレヨンしんちゃん-2014 
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年8月6日、とよあけ市民大学 「ひまわり j、
豊明市文化会館
4.11+1=11一教育を考える身近なヒン
トーJ2014年8月27日、 富山県立富山第一
高等学校(出張講義)
5.たかがアニメの教育学 サザエさん、ち
びまる子ちゃん、クレヨンしんち ゃん -
2014年9月18日、松伏町家庭教育講座、松
伏町役場第2庁舎301会議室
6. 1教育を考えるために一身近なヒン トから
一J2014年 1月19日、滝野川女子学園高
等学校(出張講義)
[学会活動]
日本教育学会 (会員)、日本教育行政学会(会
員)、日本教育法学会(会員)、日本教師教育学
会(会員)、日本教育政策学会 (会員)
<教育活動>
学内教職論(I部 1.0コマ、 H部0.5コマ)、教
育基礎論 1(0.5コマ)、教育基礎論I (0.5コマ)、
教職概論(I音1)0.5コマ)、教育学ゼミナール 1. 
H・卒論ゼミナール(lコマ)、教職実践演習(I
部0.5コマ)、教育基礎論 1 (通信教育課程、 0.5
コマ)、教育行財政学特殊講義(大学院博士前期、
1コマ)、教育学特殊研究Vll.教育学研究指導四
(大学院博士後期、 lコマ)
学外教育原論(立教大学、0.5コマ)、教育制度論・
教育課程論(立教大学、 0.5コマ)、教育学(法
政大学、 0.5コマ)
<大学 ・学部管理 ・運営活動>
東洋大学教職課程運営委員会委員長 (2014年
4月1日より )、東洋大学評議員 (2012年 1月
より)、東洋大学大学院文学研究科教育学専攻長
(2014年4月1日より)
矢口悦子
<研究活動>
[論文等]
1. 1イギリス生涯学習セクタ ーの指導者養成に
おける大学の役割一教育方法としての 『リ
フレクション』をめぐって 一Jr東洋大学文
学部紀要J第67集、教育学科編 XXXIX、
2014年3月、 pp.61-70o
2. 1社会教育における 『共同学習』実践の研究
方法をめぐってJr社会教育学研究J第50巻
第l号、 2014年、 3月、pp.93-950
3. 1成人教育における 『偉大な伝統』の確立と
女性たちの学習Jrヴァージニア・ウルフ研究』
第31号、 pp.51-72o
[その他]
1. 1生涯学習フォ ーラム ネッ トワーク循環型
子育て支援研究フォ ーラ ム 記念講演」和歌
山大学地域連携 ・生涯学習センタ ー 『地域生
涯学習事業開発プロジェクト 地域子育て支
援研究会成果報告書』、2014年2月、 pp.51
720 
2. 1社会体験を広げるJ1教職員との接し方J1生
涯学習・社会教育(関直規と共著)J東洋大
学文学部教育学科編『大学生として学ぶ一教
育学入門-j (改訂新版)、 2014年3月、 pp.6-
9、pp.47-490
3. 1書評 小野征夫著 『民衆は学校とどう向き
かったのかーイギリス教育社会史断章jJr社
会教育学研究』第50巻第2号、 2014年7月、
pp.41-43。
4. 1通信教育の可能性を考えるJ(1東洋大学通
信教育部設置50周年記念シンポジウムJ)東
洋大学通信教育部編『東洋通信j2014特別号、
2014年 12月、 pp.l30-134、153-155。
5. 1刊行にあたってJ1公開講座と講師派遣の
概要Jr東洋大学社会貢献センタ 一年報平
成25(2013)年度版j2014年、 12月。p.1、
pp.4-140 
[講演等l
1. 1 r話し合い学習jの困難とその面白さ」東京
都荒川区コミュニテイカレ ッジ、講演、 2014
年1月22日。
2. 1自分史を書 く講座J(東洋大学エクステン
ジョン講座B)、講師、 2014年5月30日、6
月27日、 7月1日。
3. 1生涯通信教育の可能性:東洋大学の社会貢
献という立場から」東洋大学通信教育部設置
50周年記念シンポジウム、報告、 2014年7
月26日。
4. 1人生は宝箱一自分を語り、残そう 一」 川口
市盛人大学校友会、講演、2014年7月20日。
5. The Knowledge-based Society “Lifelong 
Learning" ・Factsin Today' s ]apan， 
Constructing International ancl 
Interdisciplinary Perspective， The 1st 
International Symposium， University of 
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Ljubljana. October 13th. 2014. 
6. r災害が照らし出した女性センタ ーの役割:
男女共同参画を学ぼう一安心な家庭をつくる
ために 」埼玉県朝霞に女性センタ一、講演、
2014年 10月25日。
7. rこれ以上子どもたちに圧力をかけないため
に一家庭教育の課題と教師の関わり一」茨
城県取手市立伊野小学校教員研修会、講演、
2014年 11月17日。
<教育活動>
[学内担当授業科目等]
(学部)生涯学習概論 1 (1部、 2部)、 同H
( 1部、 2部)、教育学ゼミナール 1Il (1部)、
卒論ゼミナール (1、2部)、初等科家庭(1部)、
教職総合ゼミ ナール (2部)
(大学院)生涯学習の研究特殊講義 (博士前期
課程)、教育学研究指導 1 (博士前期課程)、
教育学特殊研究 1(博士後期謀程)、教育学研究
指導 1(博士後期課程)
[学外]
(大学院)東京大学大学院教育学研究科 「共同学
習の再検討一 日英の理論と実践を中心に一」、お
茶の水女子大学大学院 「生涯学習特殊講義Jr生
涯学習演習」
<大学管理運営活動等>
1.東洋大学社会貢献センタ一所長
2.大学院文学研究科委員
3. 井上円了哲学塾運営委員
4. 東洋大学社会貢献者選考委員
<学会活動>
1. 日本社会教育学会(会員、常任理事、『社会教
育学研究J編集委員長)
2 日本教育学会(会員、『教育学研究J編集委員)
3 日英教育学会(会員)
4 日本公民館学会(会員)
<社会的活動等>
1.内閣府統計委員会専門委員
2. 独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員
会専門委員
3 一般財団法人日本青年館評議員
4. 東京都新宿区指定管理者事業評価委員
5.埼玉県朝霞市教育行政施策評価会議委員
6.埼玉県朝霞市男女平等審議会委員
168 
米運正雄
<研究活動>
[論文]
l 論文「青森県における大正自由教育の実態解
明に向けた基礎的分析 (1)一雑誌『自由教
育j1・2・3号(1924年)青森県購読者に
占める「三戸郡本誌読者」 ・井口信雄 (1893
-1964)の位置づけを中心に一Jr東洋大学
文学部紀要第 67集教育学科編 XXXIX
2013年度J2014年3月8日、 pp.71-83 
[学会発表1
1. (司会)日本デューイ学会第58回研究大会(於、
同志社大学新町キャンパス臨光館2階)2014 
1:1三10月5日、個人研究発表(第2日)・第3
会場の司会を務める(淑徳大学の新井保幸氏
とともに)
[その他1
1. r図書紹介/苫野一徳 『勉強するのは何のた
め?ー僕らの「答えjのっくり方』日本評論社、
二0一三年」米津正雄 (東洋大学)、日本デユー
イ学会編集 ・発行 『日本テaユーイ学会紀要第
55号j2014年 10月1日、 pp.199 -200. 
<教育活動>
[学内]
(学部)教育学概論(1部、人間発達専攻、春学
期)、教育学概論(1部、初等教育専攻、
秋学期)、教育学概論(II部、春学期)、
社会文化史 (西洋)(1部、秋学期)、社
会文化史 (I部、秋学期)、教育学ゼミ
ナール1 (1部、 通年)、教育学ゼミナー
ルI (1部、通年)、教育学卒論ゼミ ナー
ル(1部、通年)
(大学院)博士前期課程 .教育学説研究特殊講義
(通年)、教育学研究指導 VII(通年)博
士後期課程:教育学特殊研究I (通年)、
教育学研究指導I (通年)
<大学 ・学部管理運営活動>
1. 教育学科長およびI部教育学科初等教育専攻
長 (2013年4月より 2014年3月まで)
2.大学院文学研究科委員
<学会活動>
1. 日本デ、ユー イ学会 (会員、理事、学会紀要編
集委員、2014年 10月より 学会紀要編集委員
長)
2.教育哲学会(会員)
3. 日本教育学会(会員)
4.教育史学会(会員)
5.アメリカ教育史研究会 (会員)
6. アメリカ学会(会員)
7目社会学研究会(会員)
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